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重複は「枚挙J と「総数j とを表し，動詞の重複は「反復J と「継続j とを表すが，名詞の重複の表すところを「モ









第三篇は，第一章・第二章「縮重複と一部重複j (ー)・(二) ，第三章「重複接尾j，第四章・第五章 i (全部)重複」














いて述べる(第四章・第五章)。その上で，二音節の語基を AB， (全部)重複を ABab，縮重複を AB(a)b，一部重複






























第六篇では，二音節語基が接尾辞ラなどを伴うものが，情態副詞(1) ・ (2)，名詞(1)・ (2)，動詞(1) ・ (2)の三種六類に用








(1966) に始まると言ってよい。その後，現代語については，斎藤倫明氏『現代日本語の語構成論的研究j (1992) など





















の上にそれらが「情態J につながることを示して， Iモノの複数j I コトの複数j Iサマの複数」として「複数」という
統一的視点から総体的にとらえようとする。
第三に， (全部)重複，縮重複，一部重複，重複接尾，接尾を，重複ないし接尾における後項の独立度について連続
的なものとしてとらえようとする。特に，このとらえ方は，重複語を含む複合語と接尾辞を伴う派生語とを統一的に
とらえようとする視点を持つものとして注意されるところである。
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このように，全体的視野からの統一的把握を試みる一方で，従来必ずしも区別されていない縮重複と一部重複とを
区別するなど，細分化してとらえようとする方向をも合わせ持っている。しかも，細分化したその視点、が全体的把握
につながるところに，この論のおもしろさがあると言えよう。
用例は，上代・中古のものを中心としているが，多くの文献から例を挙げており，必要によっては中世あるいは近
世以降のものを多く挙げることもあり，動詞連用形の重複などは非常に多くの例を表示していて，窓意的ではなく客
観的な記述を心がけていると見られる。その他，助詞ツツの語源とか，接尾辞クサを交替的重複語の延長上にとらえ
るとか，あるいは，漢文訓読特有の語法や，今昔物語集の表記や，軍記物語の文体との関係といった面にも注意を払
い，国語学的なあらゆる面に配慮、しようとしているところが見受けられる。
もっとも，本論文にも問題点がないではない。
第二篇第一章・第二章や，第四篇第五章は，上代の例に対して，中古の例についての記述がやや乏しく，他の章と
比べて幾分不均衡なところがあると言えようし，他にも，用例の挙げ方に不均衡なところがないとはいえない。また，
第四篇第四章は，近年，特に現代語において研究の進んでいるアスペクトについての諸論考を参照する方がよいかと
見られる。
しかしながら，これらの問題点は本論文全体の価値を損うものではない。用例の挙げ方の不均衡は，一つの論点を
徹底して追究しようとした結果とも見ることができょう。本論文は，古代語におけるいわゆる畳語を含む重複語の全
体的構造を，語構成の点から総体的にかつ統一的に明らかにしようとしたものとして，価値のあるものと認められ，
学位に値するものと考えられる。
本委員会は，本論文を博士(文学)の学位を授与するにふさわしいものであると認定する。
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